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銀河系ハローで観測される超金属欠乏星では，炭素過剰を示す星 (CEMP)の割合が多く見つかっており，それ
らは s-過程元素であるBaの過剰を示すCEMP-sと過剰を示さないCEMP-noに分類される。更に，CEMPの中
には，Baに比して r-過程元素である Euの過剰を示す CEMP-rや CEMP-r/sの subclassが存在する。CEMP-r
は炭素過剰を示さない超金属欠乏星と同程度の Eu/Ba比を示す。CEMP-r/sは，典型的な r-と s-過程元素の中
間に位置する Eu/Ba比を有している。これらの組成分布の起源を明らかにすることは，CEMP星ひいては宇宙
初期における星・連星形成過程を明らかにする上で重要である。
本研究では、CEMPのBaとEu組成の特性について詳しく解析した結果を述べる。特に，AGB星でのHe flash

対流層への水素混合に起因する s-過程核種合成によって到達できる Euと Baの比の上限値を求めた。更に，そ
の上限値とAGB星における s-過程元素の生成効率を表す炭素組成で規格化した Feに対する Baの増加量である
[Ba/Fe/C(+N)]を利用することで，CEMPのBaとEu組成が誕生時のガスに含まれる r-過程組成,若しくは降着
物質の s-過程組成どちらを反映しているのか判断することができる。CEMP-r/sにおいてはEuが誕生時のガスの
組成を反映するものと降着物質内の組成を反映する 2つのグループがあることがわかった。Dardelet et al.(2015)
と Hampel et al.(2016)らは後者の [Eu/Ba]を r-と s-過程の中間の中性子密度での i-過程での中性子捕獲反応に
よって達成される平衡値によって再現しようとしたが，再現には至っていない。我々は、CEMP-r/sの [Eu/Ba]
は、AGB星でのHe flash対流層への水素混合に起因する s-過程核種合成が、Baから Pb形成への移行する過渡
期において達成されることを示す。又，CEMPの s-過程元素生成効率の金属量依存性についても調べる。


